
      

           

日 時 ：2012年11月10日（土） 13:30～17:00 

場 所 ：三重北勢地域地場産業振興センター6F ホール（通称：じばさん三重） 
         三重県四日市市安島 1丁目 3番 18号  電話 059-353-8100 

 

開会の辞   桑名東医療センター 外科 部長 鈴木 秀郎 先生 

情報提供   「ＴＰＮ製剤 エルネオパについて」(株)大塚製薬工場 学術  13:30～13:50 
セッションⅠ 一般演題        13:50～15:20 
 

司会  済生会松阪総合病院 内科 部長 清水 敦哉  先生 

藤田保健衛生大学医学部 外科・緩和医療学講座 准教授 伊藤 彰博 先生 

 
１ PEG から経口摂取が可能になった 1症例         

尾鷲総合病院 栄養管理課 嶋本 早起  

２ 癌化学療法の副作用対策としてエレンタールゼリー投与の試み                          

 桑名東医療センター NST 浅見悠美子 

３ がん終末期患者に対する NST の反省            

菰野厚生病院 薬剤部 谷口 靖樹 
                  

４ 終末期がん患者におけるNST介入前後の血清亜鉛値の変動について   

藤田保健衛生大学七栗サナトリウム 医療技術部 井谷 功典 
  

－ 休憩15:20～15:30 － 

セッション2 特別講演（市民公開講座）                            15:30～16:50 

 

司会    藤田保健衛生大学医学部 外科・緩和医療学講座 教授 東口 髙志 先生 
 

演題：『 いま一度 静脈栄養管理について考える 』 
医療法人 川崎病院 外科 総括部長 

井上 善文 先生 
 

 
閉会の辞 済生会松阪総合病院 内科 部長 清水 敦哉  先生 

                   
当日、医療及び福祉関係者は参加費として1,000円を徴収させて頂き、会場の運営費に充てさせて頂きます。(一般市民の 

方は無料です)。尚、本研究会参加者は日本静脈経腸栄養学会認定資格栄養サポートチーム専門療法士認定単位(5単位) 

三重県病院薬剤師会生涯研修(1.5単位)の各単位が認定されます。 

 当日はご参加頂いた確認の為、施設名、氏名のご記帳をお願い申し上げます。ご提供頂きました個人情報は、講演会の 

ご出席者の確認と連絡のために使用いたします。個人情報は、主催関係者および業務委託先を除く第三者に開示・提供する 

ことはありません。又、弊社の個人情報保護方針に基づき安全かつ適切に管理いたします。 

 

 問い合わせ先    ㈱大塚製薬工場 名古屋営業所 4 課   伊藤 俊介 

〒460-0002 愛知県名古屋市中区丸の内 3丁目 13-21（℡ 052-957-2411） 

 

共催  三重NST研究会 株式会社大塚製薬工場 

後援   三重県病院薬剤師会 


